
企業の経営活動に伴って一事業年度に発生するすべての収益とそれに対応するすべての費用をいいます。
バスを運行して得た乗車料収入とそのために要した人件費や物件費が主なものであり、それらの経常的な経
費に充てるため他会計から繰入れた補助金や、減価償却費、借入金にかかる支払利息なども計上することと
なっています。

乗合乗車料乗合乗車料乗合乗車料乗合乗車料
   2,051（82.8%）   2,051（82.8%）   2,051（82.8%）   2,051（82.8%）

市補助金市補助金市補助金市補助金
318318318318

（12.9%）（12.9%）（12.9%）（12.9%）

貸切乗車料貸切乗車料貸切乗車料貸切乗車料
　54（2.2%）　54（2.2%）　54（2.2%）　54（2.2%）

広告料広告料広告料広告料
　23（0.9%）　23（0.9%）　23（0.9%）　23（0.9%）

その他その他その他その他
　31（1.2%）　31（1.2%）　31（1.2%）　31（1.2%）

人件費人件費人件費人件費
   1,850（77.5%）   1,850（77.5%）   1,850（77.5%）   1,850（77.5%）

減価償却費減価償却費減価償却費減価償却費
177177177177

（7.4%）（7.4%）（7.4%）（7.4%）

燃料費燃料費燃料費燃料費
　109（4.6%）　109（4.6%）　109（4.6%）　109（4.6%）

修繕費修繕費修繕費修繕費
　42（1.8%）　42（1.8%）　42（1.8%）　42（1.8%）

支払利息支払利息支払利息支払利息
　12（0.5%）　12（0.5%）　12（0.5%）　12（0.5%）

その他その他その他その他
　197（8.3%）　197（8.3%）　197（8.3%）　197（8.3%）

純利益純利益純利益純利益
　89　89　89　89

収入合計収入合計収入合計収入合計
2,4762,4762,4762,476

支出合計支出合計支出合計支出合計
2,3872,3872,3872,387

消費税抜（単位：百万円）

収入から支出を差引いた黒字の額です。

乗合バスご利用の際にお支払いいただいた普通運賃、定期券・市
バスカードの発売などによる収入です。
※高齢者パスなどにかかる市からの負担金も含まれています。

市からの補助金のうち事業活動に充てられる補助金です。
不採算公共路線に対する補助金などがあります。

貸切バスご利用の際にお支払いいただいた料金収入です。

車内・外の広告物取り扱いにかかる広告料収入です。

事故賠償保険金や預金利息などの収入です。

交通局職員の給料や退職金などの人的費用です。

バスや停留所諸施設など固定資産の取得に要した経費を耐用年数
に応じて毎年費用化するものです。

バスの燃料である軽油や公用車両のガソリン代です。

バスや停留所諸施設、交通局庁舎などの修繕に要した費用です。

企業債などの借入金にかかる利息の支払いに要した費用です。

車両損害保険料や委託料などの諸費用です。

乗乗乗乗合合合合乗乗乗乗車車車車料料料料

市市市市 補補補補 助助助助 金金金金

貸貸貸貸切切切切乗乗乗乗車車車車料料料料

広広広広 告告告告 料料料料

そそそそ のののの 他他他他

純純純純 利利利利 益益益益

人人人人 件件件件 費費費費

減減減減価価価価償償償償却却却却費費費費

燃燃燃燃 料料料料 費費費費

修修修修 繕繕繕繕 費費費費

支支支支 払払払払 利利利利 息息息息

そそそそ のののの 他他他他

収入合計収入合計収入合計収入合計
318318318318

支出合計支出合計支出合計支出合計
422422422422

企業債企業債企業債企業債
   225（70.7%）   225（70.7%）   225（70.7%）   225（70.7%）

市補助金市補助金市補助金市補助金
54545454

（17.0%）（17.0%）（17.0%）（17.0%）

国・県補助金国・県補助金国・県補助金国・県補助金
　34（10.7%）　34（10.7%）　34（10.7%）　34（10.7%）

その他その他その他その他
　5（1.6%）　5（1.6%）　5（1.6%）　5（1.6%）

資本的収支資本的収支資本的収支資本的収支
不足額不足額不足額不足額
104104104104

建設改良費建設改良費建設改良費建設改良費
   313（74.2%）   313（74.2%）   313（74.2%）   313（74.2%）

企業債償還金企業債償還金企業債償還金企業債償還金
   105（24.9%）   105（24.9%）   105（24.9%）   105（24.9%）

その他その他その他その他
　4（0.9%）　4（0.9%）　4（0.9%）　4（0.9%）

消費税込（単位：百万円）

資資資資 本本本本 的的的的 収収収収 支支支支 のののの 部部部部
バスの購入や、停留所諸施設の整備・拡充などの建設改良費、これらのための資金としての補助金や企業債
収入と企業債の元金償還等、主に事業経営を行うための施設整備にかかる現金収支のことをいいます。

収収収収 益益益益 的的的的 収収収収 支支支支 のののの 部部部部

　小児運賃と同伴乳幼児の無料取扱について小児運賃と同伴乳幼児の無料取扱について小児運賃と同伴乳幼児の無料取扱について小児運賃と同伴乳幼児の無料取扱について

　運賃制度上、これまで「１２歳未満の者」を小児と規定していま
したが、これを「小学生以下の者」に改めます。また、同伴乳幼児
の無料取扱についても、「旅客（６歳未満の者を除く）が１歳以上
６歳未満の者を同伴する場合、１人につき１人を無料」としていま
したが、これを「旅客（小学校就学前の者を除く）が１歳以上小学
校就学前の者を同伴する場合」に改めるとともに、「１人につき２
人まで無料」に拡大いたします。
　これまで同様、１歳未満の乳児については無料、小学校就学前の
方だけでご乗車の際は、小児運賃が必要となります。
　具体的な取扱方法を示すと次のようになります。

事例１：父･母･5歳児･3歳児･2歳児の場合事例１：父･母･5歳児･3歳児･2歳児の場合事例１：父･母･5歳児･3歳児･2歳児の場合事例１：父･母･5歳児･3歳児･2歳児の場合
　　大人運賃　200円×2人=400円

　　小児運賃　小学生以上の旅客1人につき同伴者2人まで無料なので3人とも無料

事例事例事例事例２：母･3歳児･2歳児･0歳児の場合２：母･3歳児･2歳児･0歳児の場合２：母･3歳児･2歳児･0歳児の場合２：母･3歳児･2歳児･0歳児の場合
　　大人運賃　200円×1人=200円
　　小児運賃　小学生以上の旅客1人につき同伴者2人まで無料、1歳未満は無料の

　　　　　　　ため3人とも無料

事例３：小学生･5歳児の場合事例３：小学生･5歳児の場合事例３：小学生･5歳児の場合事例３：小学生･5歳児の場合
　　小児運賃　100円×１人=100円

　　　　　　（小学生以上の旅客1人につき同伴者2人まで無料なので5歳児は無料）

事例４：5歳児が1人で乗車の場合事例４：5歳児が1人で乗車の場合事例４：5歳児が1人で乗車の場合事例４：5歳児が1人で乗車の場合
　　小児運賃　100円
　　　　　　（単独で乗車する場合は、小児運賃が適用されます。）

　　※なお、この取扱は１１月２９日から適用となります。
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乗合車両の売却による収入などです。

借り入れた企業債の元金償還です。

㈱スルッとＫＡＮＳＡＩへの出資金などです。

事業用資産（乗合バス・停留所上屋など）の取得・改良のための
資金として、日本郵政公社等から借り入れたお金です。

ノンステップバス取得費用の一部補助など事業用資産取得・改良
のために市から補助されたお金です。

ノンステップバス取得費用の一部補助など事業用資産取得・改良
のために国・県から補助されたお金です。

支出に対して収入が不足した額については、収益的収支における現
金支出を必要としない減価償却費の計上や純利益の積立により企業
内部に留保された資金で補てんしました。

事業用資産（乗合バス・停留所上屋など）の取得・改良のために
使った費用です。

国・県補助金国・県補助金国・県補助金国・県補助金

企企企企 業業業業 債債債債

そそそそ のののの 他他他他

資資資資本本本本的的的的収収収収支支支支
不不不不 足足足足 額額額額

建建建建設設設設改改改改良良良良費費費費

企企企企業業業業債債債債償償償償還還還還金金金金

そそそそ のののの 他他他他

市市市市 補補補補 助助助助 金金金金
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